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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

６
月
14
日
、
第
16
回
定
期
総
会

を
清
掃
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
の
参
加
は
23
名
、
委
任
状
の

提
出
は
54
名
。
佐
藤
副
会
長
の
司

会
で
開
会
、
昨
年
の
総
会
以
降
亡

く
な
っ
た
若
井
忠
晴
さ
ん
を
は
じ

め
、
自
治
退
関
連
の
物
故
者
を
悼

み
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
に
吉
田
雅
明
さ
ん
を

選
出
、
吉
田
さ
ん
は
「
都
知
事
選

は
蓮
舫
さ
ん
の
必
勝
を
期
し
た
い
。

都
民
生
活
に
不
可
欠
な
事
業
を
切

捨
て
、
大
企
業
ベ
ッ
タ
リ
の
再
開

発
を
進
め
る
小
池
都
政
を
打
ち
破

ろ
う
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

●
自
民
党
的
政
治
に
終
止
符
を
！

　

〜
丹
野
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

　

病
気
療
養
後
の
回
復
が
思
わ
し

を
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
和
と
人
権
は
東
京
清
掃
の

　

担
う
べ
き
大
き
な
課
題

　

東
京
清
掃
多
田
委
員
長
は
、

会員拡大を実現しよう！
親睦行事を充実させよう！
社会的課題に積極的参加を

新会長に岡澤徹さん　
新副会長に纐纈朗さん

第16回定期総会

会
を
行
う
。
染
さ
ん
と
押
田
さ
ん

を
講
師
に
、
平
和
と
人
権
の
問
題

に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
習
し
た
い
。

平
和
と
人
権
は
東
京
清
掃
が
担
う

べ
き
大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い

る
。
今
年
、
19
区
と
一
組
で
93
人

の
新
規
採
用
を
獲
得
し
た
。
う
ち
、

女
性
が
２
人
、
運
転
と
整
備
も
採

用
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
採
用

し
て
も
辞
退
者
が
出
て
い
る
。
魅

力
の
あ
る
賃
金
水
準
と
人
事
制
度

確
立
へ
向
け
、
全
力
を
上
げ
た
い
。

ま
た
、
災
害
支
援
対
策
の
う
え
で

▼
２
面
へ
続
く

司会と会長挨拶　
代読、佐藤副会長

吉田総会議長

東京清掃　
多田委員長

く
な
く
、
総
会
を
欠
席
し
た
丹

野
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

佐
藤
副
会
長
が
代
読
、「
自
民

党
政
治
こ
そ
が
日
本
社
会
の
弊

害
。
自
民
党
的
政
治
に
終
止
符

な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
た

い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
が
続
い

て
い
た
が
、
よ
う
や
く
元
に
戻

り
つ
つ
あ
る
。
青
年
部
も
増
え

て
お
り
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
の

開
催
式
典
で
は
東
京
清
掃
青
年

部
が
壇
上
を
占
め
て
壮
観
だ
っ

た
。
来
週
、
中
執
の
一
泊
学
習

来
賓
挨
拶

で
「
諸
先

輩
の
皆
さ

ん
に
大
変

お
世
話
に

も
、
再
直
営
化
の

白馬岳稜線に咲く
ウルップソウ
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必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。
都
知

事
選
で
は
、
東
京
清
掃
と
し
て
蓮

舫
さ
ん
支
援
を
組
織
決
定
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
引
続
き
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
、

決
意
の
一
端
を
示
し
ま
し
た
。

　

自
治
退
都
本
部
、
都
庁
退
、

　

岸
ま
き
こ
後
援
会
が
来
賓
挨
拶

　　

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
東
京

都
本
部
楠
田
会
長
は
、「
連
合
メ
ー

デ
ー
は
ひ
ど
か
っ
た
。
岸
田
が
来

た
か
ら
と
、
入
場
す
る
組
合
員
の

荷
物
検
査
を
し
た
。
連
合
東
京
も

小
池
を
支
持
。
個
人
的
に
蓮
舫
を

応
援
す
る
。
か
つ
て
100
万
自
治
労

建
設
が
目
標
だ
っ
た
が
、
い
ま
や

70
万
を
割
っ
た
。
現
役
組
織
が
減

少
す
る
と
退
職
者
会
も
厳
し
い
」。

　

続
い
て
、
東
京
都
庁
職
員
退
職

者
連
合
会
中
井
副
会
長
は
、「
７

月
10
日
の
健
康
を
考
え
る
学
習

会
、
９
月
27
日
の
親
睦
交
流
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
に
是
非
参
加
願
い
た
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
立
場
か
ら
活

動
を
進
め
、
東
京
や
関
東
甲
の
女

性
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
動

き
も
始
ま
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の

な
か
ま
の
組
織
を
潰
し
て
き
た
小

池
知
事
を
取
り
替
え
よ
う
」。

　

岸
ま
き
こ
後
援
会
軍
司
さ
ん
は
、

「
岸
ま
き
こ
は
総
務
委
員
会
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
や
自
治
法
改
悪
、
政
治

資
金
規
正
法
な
ど
で
頑
張
っ
て
い

さ
ん
、
副
会
長
は
留
任
の
佐
藤
晋

一
さ
ん
と
、
新
任
の
纐
纈
朗
さ
ん
、

事
務
局
長
は
戸
枝
章
さ
ん
が
留
任
、

会
計
は
戸
枝
事
務
局
長
が
兼
任
、

幹
事
は
岩
渕
勝
美
さ
ん
、
山
岸
治

美
さ
ん
、
押
田
五
郎
さ
ん
、
箱
田

修
一
さ
ん
が
留
任
し
、
会
計
監
査

は
穂
戸
田
功
さ
ん
と
小
林
守
さ
ん

が
留
任
し
ま
し
た
。

自治退都本部
楠田会長

都庁退連合
中井副会長

岸まきこ後援会
軍司さん

る
。
来
年
は
参

議
院
選
、
皆
さ

ん
の
応
援
を
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
と
議
案
を
拍
手
で
承
認

　

組
織
拡
大
実
現
は
最
大
の
課
題

　

報
告
と
議
事
に
移
り
、
経
過
報

告
と
会
計
決
算
報
告
を
戸
枝
事
務

局
長
、
会
計
監
査
報
告
を
小
林
監

査
が
行
い
、
24
活
動
方
針
案
を
岡

澤
副
会
長
、
24
会
計
予
算
案
と
旅

費
支
給
基
準
改
正
案
を
戸
枝
事
務

局
長
が
提
案
し
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
と
旅
費
基
準
に
つ
い

て
、
小
林
守
さ
ん
か
ら
「
花
見
な

活動方針提案
岡澤副会長

経過と会計報告
戸枝事務局長

後半の司会担当
纐纈新副会長

ど
天
候
に
左
右

さ
れ
る
行
事
は

予
備
日
を
設

定
を
す
べ
き
」、

岩
田
正
隆
さ
ん

か
ら
「
旅
費
支

給
基
準
は
定
額

制
が
最
良
、
諸

状
況
考
慮
の
パ

タ
ー
ン
化
構
造

の
定
額
制
が
可
能
と
思
う
。
定
額

制
に
な
る
と
現
行
よ
り
財
政
支
出

は
増
え
る
が
、
極
力
単
純
な
基
準

に
よ
り
、
誰
で
も
対
応
で
き
る
よ

う
な
も
の
に
す
べ
き
」
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
戸
枝
事
務
局
長

は
「
屋
外
行
事
の
予
備
日
設
定
は

必
要
と
考
え
て
お
り
、
直
近
な
の

か
一
月
程
度
先
か
、
予
約
を
伴
う

ケ
ー
ス
を
ど
う
す
る
か
な
ど
の
諸

要
素
を
考
慮
し
検
討
中
」、「
旅
費

は
支
出
を
抑
制
す
る
た
め
実
費
主

義
と
し
て
い
る
が
、
定
額
制
が
究

極
の
目
標
、
い
い
案
が
あ
っ
た
ら

知
恵
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。
各
報
告
、
議
案
は
拍

手
で
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
会
長
に
岡
澤
徹
さ
ん

　

新
副
会
長
に
纐
纈
朗
さ
ん
選
出

　

今
年
の
総
会
は
役
員
改
選
期
に

あ
た
り
ま
す
。
役
員
の
増
員
を
目

指
し
ま
し
た
が
、
実
現
せ
ず
、
病

勇退した丹野会長
（22 年 12 月撮影）

　

岡
澤
新
会
長
の

　

音
頭
で
元
気
に

　

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

　

吉
田
議
長
の
退

任
後
、
纐
纈
新
副

会
長
が
司
会
を
担

当
、
最
後
の
セ
レ

モ
ニ
ー
を
進
行
。

新
三
役
・
幹
事
が

登
壇
（
箱
田
さ
ん

は
欠
席
）、
岡
澤

新
会
長
の
音
頭
で

元
気
に
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
を
三
唱

し
、
第
16
回
定
期

総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

気
療
養
後
の
回
復

に
専
念
中
の
丹
野

会
長
が
勇
退
し
、

新
会
長
は
岡
澤
徹

▼
３
面
へ

フロアから発言
小林　守さん

フロアから発言
岩田正隆さん
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の
ヤ
ジ
が
あ
っ
た
と

か
な
か
っ
た
と
か
。

　

退
職
者
会
の
参
加

　

６
月
１
日
、
５
年
ぶ
り
の
東
京

清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
東
京

ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
退
職
者
会

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

転
ん
で
も 

た
だ
で
は
起
き
ず
に

　

ブ
ー
ビ
ー
賞
（
退
職
者
会
川
柳
）

　

開
催
内
容
は
、
従
前
と
同
様
各

地
連
選
抜
２
チ
ー
ム
に
本
部
、
青

年
部
、
退
職
者
会
が
加
わ
り
、
出

場
13
チ
ー
ム
・
52
名
が
２
ゲ
ー
ム

で
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
清
掃
会
館
へ

移
動
し
表
彰
式
＆
懇
親
会
。
団
体

戦
、
個
人
戦
の
上
位
と
個
人
の
と

び
賞
な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
体
優
勝
は
第
四
地
連
Ａ
チ
ー

ム
、個
人
賞
で
岡
澤
さ
ん
が
「
ブ
ー

ビ
ー
賞
」
を
獲
得
。「
よ
っ
！
新
会

長
！
ブ
ー
ビ
ー
お
め
で
と
う
！
」

者
は
、佐
藤
副
会
長
、岡
澤
副
会
長
、

纐
纈
幹
事
の
３
名
、
本
部
坂
部
副

委
員
長
に
助
っ
人
を
頼
み
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
退
職
者
会
の
成
績

は
、
会
員
の
参
加
が
３
名
だ
っ
た

た
め
、
団
体
戦
は
公
式
記
録
扱
い

さ
れ
な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
方
が

良
か
っ
た
か
も
…
。

　

５
年
ぶ
り
の
笑
顔
に
つ
ら
れ
て

　

二
日
酔
い
（
退
職
者
会
川
柳
）

　

笑
顔
、
笑
顔
の
懇
親
会
も
楽
し

く
、
若
い
人
た
ち
と
交
流
で
き
た

こ
と
が
何
よ
り
の
成
果
で
し
た
。

　

さ
て
、
５
年
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
、
参
加
者
は
衰
え
も
感
じ

た
よ
う
で
す
。
無
謀
に
も
「
退
職

者
会
の
予
選
会
を
や
ろ
う
」
と
の

声
も
出
て
い
ま
す
が
、
さ
て
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

団体戦優勝の第四地連Ａチーム

岡澤さんがブービー賞ゲット！

坂部副委員長　　　　
　　　　　　　　佐藤晋一さん
岡沢徹さん　纐纈朗さん　　　

東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
で
挑
戦

者
は
29
名
、
会
員
22
名
、
来
賓
２

名
（
主
税
退
、
岸
ま
き
こ
後
援
会
）

と
東
京
清
掃
四
役
５
名
で
し
た
。

　

お
寿
司
と
オ
ー
ド
ブ
ル
、
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
な
ど
が
並
び
、
食
べ
切

れ
な
い
ほ
ど
、
飲
物
も
ふ
ん
だ
ん

に
あ
り
、
い
つ
も
の
ケ
チ
ケ
チ
路

線
と
は
様
変
わ
り
、
５
年
ぶ
り
と

い
う
こ
と
で
少
し
豪
華
に
。

　

あ
ま
り
へ
べ
れ
け
に
な
ら
な
い

乾杯の音頭
庄司元会長

◆
24
年
度
役
員
◆

○
会　
　

長　

岡
澤　
　

徹

○
副

会

長　

佐
藤　

晋
一

○
副

会

長　

纐
纈　
　

朗

○
事
務
局
長
兼
会
計

　
　
　
　
　
　

戸
枝　
　

章

○
幹　
　

事　

岩
渕　

勝
美

○
幹　
　

事　

山
岸　

治
美

○
幹　
　

事　

押
田　

五
郎

○
幹　
　

事　

箱
田　

修
一

○
会
計
監
査　

穂
戸
田　

功

○
会
計
監
査　

小
林　
　

守

○
顧　
　

問　

北
條　

信
治

○
顧　
　

問　

庄
司　

隆
男

○
顧　
　

問　

丹
野
富
士
雄

よ
う
に
、
名
残

り
惜
し
み
つ
つ

２
時
半
に
閉
会
。

　

居
酒
屋
等
で

は
な
く
、
わ
れ

ら
が
拠
点
清
掃

会
館
で
の
懇
親

会
は
、
や
っ
ぱ

り
い
い
も
の
だ

な
と
、
改
め
て

思
い
ま
し
た
。

短い時間でしたが懇親会に参加した東京清掃四役
多田委員長　西村副委員長　坂部副委員長　渡辺書記長　萩原書記次長

　

総
会
終
了
後

清
掃
会
館
で
懇

親
会
。
実
に
５

年
ぶ
り
。
参
加

５
年
ぶ
り
に
清
掃
会
館
で
懇
親
会
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５
年
前
の
検
証
時
よ
り
見
通
し
改
善

基
礎
年
金
納
付
期
間
５
年
延
長
見
送
り
の
案

厚
労
省
、
年
金
「
財
政
検
証
」
結
果
公
表

　

７
月
３
日
、
厚
労
省
は
社
会
保

障
審
議
会
年
金
部
会
に
、年
金
「
財

政
検
証
」
結
果
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

厚
労
省
は
、
①
「
過
去
30
年
間

と
同
程
度
の
経
済
状
況
が
続
い
た

場
合
」
で
も
、60
年
度
時
点
の
「
年

金
額
所
得
代
替
率
（
現
役
世
代
の

●４つの経済モデルに基づく試算
実質賃金
上昇率

実質経済
成長率

2060 年
所得代替率

高成長実現ケース 2.0％ 1.6％ 56.9％
成長型経済移行・継続ケース 1.5％ 1.1％ 57.6％
過去 30 年投影ケース 0.5％ △ 0.1％ 50.4％
一人当たりゼロ成長ケース 0.1％ △ 0.7％ 37 ～ 33％

＊「高成長実現ケース」は高賃金になるため、年金の所
　得代替率は「成長型経済移行・継続ケース」と逆転する。
＊「一人当たりゼロ成長ケース」は、2059 年に積立金　
が枯渇、完全賦課方式になり所得代替率は激減する。

●オプション試算１「被用者保険適用拡大」
①被用者保険適用対象企業規模要件廃止、５人以上個人事業所非適用業種
　解消…約 90 万人
②短時間労働者賃金要件撤廃または最賃引上げによる同等効果発生…
　約 200 万人
③５人未満個人事業所適用事業所化…約 270 万人
④所的労働時間週 10 時間以上全被用者適用…約 860 万人

現行のまま ① ② ③ ④
成長型経済移行・継続ケース 57.6％ 58.6％ 59.3％ 60.7％ 61.2％
過去 30 年投影ケース 50.4％ 51.3％ 51.8％ 53.1％ 56.3％

●オプション試算２「基礎年金拠出期間延長」
＊基礎年金拠出期間を現行の 40 年（20 ～ 59 歳）から 45 年（～
　64 歳）に延長、拠出期間延長に応じ基礎年金を増額する。

40 年加入モデル 45 年加入モデル
成長型経済移行・継続ケース 57.6％ 64.7％
過去 30 年投影ケース 50.4％ 57.3％

■年金額の将来見通し
　各年代（現 50 歳、40 歳、30 歳）が 65 歳になったときの年金額

2024 年 2039 年 2049 年 2059 年
現 65 歳 現 50 歳 現 40 歳 現 30 歳

成長型経済移行・継続ケース 男性 14.9 15.6 18.0 21.6
女性 9.3 10.9 13.2 16.4

過去 30 年投影ケース 男性 14.9 14.1 14.1 14.7
女性 9.3 9.8 9.9 10.7

平
均
年
収
に
対
す
る
夫
婦
二
人
の

モ
デ
ル
世
帯
受
給
年
金
額
の
割
合
、

現
在
の
率
は
61
・
２
％
）」
は
法

令
で
決
め
て
い
る
50
％
を
上
回
る
、

検
証
時
よ
り
見
通
し
は
改
善
、
③

若
年
層
の
年
金
は
相
対
的
に
高
水

準
に
な
る
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
改
訂
の
焦
点
の
一
つ
、「
基
礎

年
金
拠
出
期
間
の
延
長
」
に
つ
い

て
は
、「
他
の
対
策
で
年
金
制
度
の

維
持
は
可
能
」
と
し
て
導
入
に
否

定
的
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。
負

②
前
回

（
19
年
）

の
財
政

担
増
を
嫌
う
財
務
省
の
意
向
が
強

く
働
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
試
算
に
盛
込
ま
れ

た
「
65
歳
以
上
の
在
職
老
齢
年
金

の
仕
組
み
撤
廃
」
は
、「
所
得
代
替

率
へ
の
影
響
は
、
報
酬
比
例
部
分

の
所
得
代
替
率
を
0.5
％
引
下
げ
る
。

働
く
年
金
受
給
者
の
給
付
が
増
加

す
る
一
方
、
将
来
世
代
の
給
付
水

準
が
低
下
す
る
」
と
い
う
微
妙
な

コ
メ
ン
ト
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

年
代
層
別
「
年
金
額
の
将
来
見

通
し
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。「
年
金

は
大
丈
夫
」
と
若
年
層
を
訴
え
た

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
見
通
し
好

転
の
主
な
理
由
は
被
用
者
保
険
適

用
拡
大
の
成
果
で
す
が
、
実
質
賃

金
や
出
生
率
の
設
定
な
ど
に
甘
さ

も
あ
り
、
楽
観
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
統
計
か
ら
、
現
在
30

歳
未
満
の
世
代
よ
り
も
就
職
氷
河

期
世
代
こ
そ
問
題
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
の
世
代
の
高
齢

期
貧
困
層
爆
増
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
制
度
改
定
は
、今
回
の
「
財

政
検
証
」
結
果
を
踏
ま
え
た
議
論

を
経
て
、
年
末
頃
に
成
案
が
示
さ

れ
ま
す
。
議
論
の
成
り
行
き
を
注

視
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

厚
労
省
提
示
内
容
の
特
徴
点

制
度
改
善
へ
論
議
を
注
視
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認
知
症
と
ど
う
向
き
合
う
か

自
治
体
退
職
者
会
東
京
都
本
部
の
学
習
会

　

認
知
症
に
気
づ
く
点
は

「
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言

う
」「
話
の
つ
じ
つ
ま
が

合
わ
な
い
」「
日
付
が
わ

「
幻
覚
」「
も
の
を
盗
ら
れ

た
な
ど
の
妄
想
」
の
よ
う

な
も
の
が
現
れ
ま
す
。

　

人
の
脳
は
、
経
験
の
記

憶
に
基
づ
い
て
世
界
を
構

成
し
ま
す
。
認
知
症
の
人

の
世
界
は
、
短
期
記
憶
の

ジ
ク
ソ
ー
が
欠
け
た
よ
う

　

６
月
22
日
、
横
田
基
地
反
対
集

会
が
福
生
公
園
で
行
わ
れ
、
横
田

基
地
前
を
デ
モ
し
ま
し
た
。

　

主
催
は
「
米
軍
基
地
反
対
実
行

委
員
会
」。
全
労
協
中
心
で
労
組
は

清
掃
、
東
水
労
、
東
京
東
部
労
組

な
ど
、
各
地
で
基
地
反
対
の
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
方
た
ち
も
参
加
。

　

集
会
で
は
、
屋
久
島
で
墜
落
し

た
オ
ス
プ
レ
イ
CV–

22
の
横
田
基

地
か
ら
の
撤
去
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
流
失

が
疑
わ
れ
て
い
る
基
地
問
題
を
糾

弾
し
、
岸
田
大
軍
拡
反
対
、
安
保
・

日
米
地
位
協
定
の
問
題
も
指
摘
。

　

あ
わ
せ
て
、
沖
縄
辺
野
古
新
基

地
建
設
反
対
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

反
対
・
ガ
ザ
虐
殺
糾
弾
な
ど
を
掲

げ
、
横
田
基
地
正
門
前
を
デ
モ
、

米
軍
と
自
衛
隊
に
対
す
る
要
請
を

行
い
ま
し
た
。（
森　

遵
記
）

横
田
基
地
は
い
ら
な
い
！

６
・
22
集
会
と
デ
モ

か
ら
な
い
」「
い
つ
も
探
し
物
を
し

て
い
る
」「
言
い
訳
を
す
る
」「
人

の
せ
い
に
す
る
」
と
い
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
異
変
を

最
初
に
感
じ
る
の
は
本
人
で
す
。

そ
れ
を
取
り
繕
う
の
で
、
周
囲
と

ず
れ
が
生
じ
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に
な

る
と
、
近
所
の
人
た
ち
が
手
分
け

を
し
て
探
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
警
察
に
任
せ
る
べ
き
で
す
。

駅
で
前
の
人
に
つ
い
て
い
っ
て

ホ
ー
ム
に
入
り
列
車
に
乗
り
、
と

ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
見
つ
か
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
世
界
は
短
期
記
憶
の

　

ジ
グ
ソ
ー
が
欠
け
た
状
態

　

症
状
と
し
て
は
、「
記
憶
」「
時
・

場
所
・
人
の
見
当
識
（
状
況
把
握
）」

「
視
空
間
認
識
」
な
ど
が
阻
害
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
ら
へ
の
不
安
か
ら
、

状
況
に
よ
り
（
人
に
よ
り
）、「
無

気
力
」「
怒
り
や
す
く
な
る
」「
徘
徊
」

な
状
態
な
の
で
す
。

　

認
知
症
の
人
の
感
性
は
鋭
く

な
っ
て
い
ま
す
。
悪
い
感
情
を
持

た
せ
な
い
よ
う
、
横
か
ら
で
は
な

く
、
正
面
か
ら
笑
顔
で
応
ず
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
嘘
も
方
便
で
ひ

と
安
心
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
は
平
穏
な
死
を
迎
え
る

　

人
生
の
終
わ
り
へ
の
適
応

　

認
知
症
は
癌
の
痛
み
も
軽
く
な

り
、
モ
ル
ヒ
ネ
に
匹
敵
す
る
効
果

が
あ
る
と
み
る
医
師
も
い
ま
す
。

認
知
症
は
、
平
穏
に
死
を
迎
え
る

人
生
の
終
わ
り
へ
の
適
応
で
す
。

▼
認
知
症
キ
ー
ワ
ー
ド

　
（
講
師
の
「
レ
ジ
メ
」
よ
り
）

●
記
憶
は
残
ら
な
い
。
し
か
し
、

感
情
は
残
る
。

●
「
何
を
語
っ
て
い
る
か
」
よ
り

も
「
な
ぜ
そ
れ
を
語
っ
て
い
る

の
か
」
を
想
う
。

●
認
知
症
は
人
生
の
最
終
章
へ
の

適
応
で
あ
る
。（
岡
澤
徹
記
）

　

５
月
31
日
、
田
町
交
通
ビ
ル
で
、

自
治
体
退
職
者
会
東
京
都
本
部
の

学
習
会
が
開
催
さ
れ
、「
認
知
症
の

現
状
と
課
題
」
と
題
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
Ｄ

カ
フ
ェ
ネ
ッ
ト
」
代
表
の
竹
内
弘

道
さ
ん
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
介
護
保
険
制
度
」
創
設
に
よ
り

　

介
護
の
社
会
化
が
実
現
し
た

　

２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
制
度
が

作
ら
れ
、
介
護
が
社
会
化
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
前
の
介
護
は
家
族

が
す
る
も
の
で
し
た
が
、
施
設
介
護

（
特
養
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
や
在

宅
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問

介
護
）
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
社
会
化
さ
れ
た
介
護
は
、

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
に
電
話
相
談

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
地

域
包
括
セ
ン
タ
ー
は
各
市
区
町
村

に
中
学
校
の
学
区
程
度
の
広
さ
ご

と
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療

と
介
護
の
司
令
塔
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

認
知
機
能
の
異
変
を
最
初
に

　

感
じ
る
の
は
本
人
〜
取
り
繕
う

　

認
知
症
の
治
療
薬
は
効
果
不
明

で
、
当
面
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
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６
月
23
日
の
国
会
会
期
末
を
前

に
し
て
、
６
月
の
「
総
が
か
り
19

日
行
動
」
は
、
い
つ
も
と
異
な
り

国
会
正
門
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
は
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
共
同
代
表
の
染
裕
之
さ
ん
。「
岸

田
首
相
は
党
首
討
論
で
『
憲
法
審

議
会
で
改
憲
発
議
へ
議
論
を
進
め

る
』
と
発
言
し
た
。『
緊
急
事
態
条

項
』
に
改
憲
５
会
派
は
の
め
り
込

ん
で
い
る
。『
緊
急
事
態
』
を
活
用

し
独
裁
を
築
い
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
教

訓
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

改
正
政
治
資
金
規
正
法
与
党
案
は

何
ら
本
質
を
変
え
な
い
小
手
先
の

ザ
ル
法
。
岸
田
政
権
は
国
民
に
信

を
問
う
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

市
民
の
発
言
ト
ッ
プ
は
、
保
坂

展
人
世
田
谷
区
長
。
国
に
よ
る
自

治
体
へ
の
指
示
を
可
能
に
す
る
自

治
法
改
悪
に
触
れ
て
「
コ
ロ
ナ
と

災
害
対
策
を
理
由
に
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
初
期
段
階
の
国
の
対
応
は

間
違
え
だ
ら
け
で
、
自
治
体
が
苦

労
し
て
方
策
を
考
え
て
国
の
施
策

に
さ
せ
た
例
も
多
い
。
地
域
の
こ

と
は
自
治
体
が
一
番
知
っ
て
い
る
。

国
・
地
方
平
等
の
原
則
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
上
意
下
達
の
態
勢
で

自
治
体
を
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
悪

法
だ
。
自
治
体
主
権
を
取
り
戻
す

た
め
、
政
権
交
代
に
よ
り
廃
止
さ

せ
よ
う
」
と
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、『
改
憲
問
題
法
律
家
６

団
体
連
絡
会
』
は
、
改
憲
阻
止
の

取
組
み
強
化
を
、『
都
知
事
選
候
補

者
選
定
委
』
の
宇
都
宮
健
児
弁
護

士
は
、「
市
民
と
立
憲
野
党
の
候
補

と
し
て
蓮
舫
さ
ん
を
推
薦
し
た
。

人
権
感
覚
の
な
い
小
池
都
政
を
転

換
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

人
員
整
理
の
目
標
数
を
達
成
し

て
い
な
が
ら
、「
も
の
言
う
労
働
者
」

切
り
を
目
的
と
し
た
不
当
解
雇
事

件
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
は
、
早
く
も
14
年
目
、

会
社
側
に
解
決
へ
向
け
て
踏
み
出

さ
せ
よ
う
と
、
６
月
11
日
、
本
社

前
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
話
し
合
い
で
解
決

し
た
い
」
と
言
い
な
が
ら
ゼ
ロ
回

答
を
繰
り
返
す
会
社
側
を
厳
し
く

指
弾
す
る
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

会
社
側
は
都
労
委
で
「『
あ
っ
せ

ん
』
に
よ
り
解
決
し
た
い
」
む
ね

表
明
（
１
・
18
）
し
、
５
月
23
日

の
審
判
で
は
、
労
組
側
「
解
決
案
」

に
対
す
る
回
答
を
示
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。「（
社
長
交
替

な
ど
の
）
新
体
制
に
な
り
検
討
時

間
が
必
要
」
と
し
、
２
ヶ
月
の
猶

予
期
間
後
の
回
答
で
し
た
が
、
そ

の
内
容
は
従
来
の
主
張
を
繰
り
返

す
「
ゼ
ロ
回
答
」
で
し
た
。

　　
Ｊ
Ａ
Ｌ
彼
解
雇
者
労
組
の
山
口
委

員
長
は
、「
安
全
上
の
ト
ラ
ブ
ル
続

出
で
問
題
山
積
み
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
、
役

員
の
一
新
で
経
営
体
質
を
抜
本
的

に
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
が
、

体
質
は
全
く
変
っ
て
い
な
い
。『
話

し
合
い
で
解
決
』
と
言
い
な
が
ら

『
ゼ
ロ
回
答
』
を
繰
り
返
す
の
は
許

し
が
た
い
。
早
く
争
議
を
解
決
し
、

一
体
と
な
っ
て
安
全
運
航
に
邁
進

す
る
た
め
、粘
り
強
く
取
組
む
」と
、

決
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

争
議
の
早
期
解
決
へ
向
け
、
東

京
清
掃
は
６
・
11
集
会
に
「
闘
争

指
令
」
を
発
し
ま
し
た
。
こ
の
日

も
多
く
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
解
雇
争
議
を
早
期
解
決
し
ろ
！

ゼ
ロ
回
答
を
繰
り
返
す
Ｊ
Ａ
Ｌ

早
期
解
決
実
現
へ
闘
う
決
意

岸
田
政
権
は
解
散
し
国
民
に
信
を
問
え
！

改
正
政
治
資
金
規
正
法
は
ザ
ル

自
治
法
改
悪
を
許
さ
な
い


